
森
　
隆
行

都
市
整
備
局
課
長
補
佐
（
防
災
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
担
当
係
長
）
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棟
数
は
21
万
棟
、
死
者
・
行
方
不

明
者
の
う
ち
実
に
９
割
が
火
災
に

よ
る
も
の
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

地
震
火
災
は
、
建
物
が
「
出

火
」、
炎
上
し
、
そ
れ
が｢

延
焼｣

す
る
こ
と
で
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
。
各
段
階
に
お
け
る
原
因
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

❶ 

「
出
火
」
に
つ
い
て

　

建
物
倒
壊
や
家
具
転
倒
に
よ
る

火
気
器
具
等
か
ら
の
出
火
の
ほ

か
、
停
電
後
の
電
気
復
旧
時
の
出

火
（
通
電
火
災
）
を
含
む
電
気
関

連
の
も
の
が
、
火
災
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
熊
本
地
震
に

お
い
て
も
、
出
火
原
因
が
分
か
っ

て
い
る
13
件
の
火
災
の
う
ち
、
電

気
関
連
の
出
火
が
８
件
（
約
６

割
）と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
規
模
地
震
時
に
は
各
地
で
同
時

多
発
的
に
出
火
す
る
。
公
設
消
防

が
全
て
の
出
火
地
点
で
即
、
消
火

活
動
を
行
え
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

❷ 

「
延
焼
」
に
つ
い
て

　

都
市
部
、
特
に
木
造
住
宅
が
密

集
し
た
地
域
で
は
、
近
接
し
た
建

物
に
次
々
と
燃
え
移
り
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
。
建
物
自
体
を
燃

え
に
く
く
す
る
こ
と
と
、
燃
え
広

が
り
を
分
断
す
る
こ
と
が
被
害
の

軽
減
に
寄
与
す
る
。

２

��

横
浜
市
に
お
け
る
被
害
想

定

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
見
直

さ
れ
た
被
害
想
定
（
平
成
24
年
10

月
）
で
は
、
地
震
火
災
に
よ
る
焼

失
棟
数
が
市
内
で
約
７
７
、
７
０
０ 

棟
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
想
定
（
平
成
16
年
度
）

が
約
８
、
２
０
０
棟
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
激
増
し
た
と
い
え
る
。

建
物
被
害
の
中
で
も
大
き
な
割
合

を
占
め
て
お
り
（
表
１
）、
こ
れ
を

軽
減
す
る
対
策
は
急
務
と
い
え
た
。

　

ま
た
、
延
焼
の
被
害
が
大
き
い

と
想
定
さ
れ
る
地
域
は
広
範
囲
に

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
地
域
的

な
偏
り
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
（
図
１
）。

３

��

地
震
火
災
対
策
方
針

　

平
成
25
年
３
月
に
修
正
さ
れ
た

「
横
浜
市
防
災
計
画　

震
災
対
策

編
」
に
お
い
て
、
平
成
34
年
度
ま

で
に
「
全
壊
焼
失
棟
数
の
半
減
」

と
い
う
減
災
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
横
浜
市
地
震
防
災
戦

略
」
に
て
「
火
災
に
よ
る
被
害
の

軽
減
」
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
の
詳
細
な
対
策
方
針
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
が
「
横
浜
市

地
震
防
災
戦
略
に
お
け
る
地
震
火

災
対
策
方
針（
平
成
26
年
３
月
）」

（
以
下
、
方
針
）
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
期
間
で
減
災
目
標
を

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

方
針
で
は
、
重
点
的
に
対
策
を
実

施
す
る
地
域
（
対
象
地
域
）
を
絞

り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
も
想
定

さ
れ
る
被
害
が
大
き
く
特
に
重
点

化
が
必
要
な
地
域
を
「
重
点
対
策

地
域
」、
そ
れ
以
外
を
「
対
策
地

特
集 

《4》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
〜
市
民
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て

④ 

横
浜
市
の
地
震
火
災
対
策
〜
燃
え
に
く
い
ま
ち
・
燃
え
広
が
ら
な
い
ま
ち
へ
〜

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

　
『
地
震
火
災
対
策
』
と
検
索
す

る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニュ
ー
ス
サ
イ
ト
な

ど
に
混
じ
り
、
本
市
の
Ｈ
Ｐ
が
上
位

で
表
示
さ
れ
る
。
横
浜
市
の
特
別

な
対
策
か
と
い
え
ば
決
し
て
そ
う
で

は
な
く
、
か
ね
て
よ
り
全
国
の
都

市
が
密
集
市
街
地
対
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
防
災
・
減
災
対
策

の
主
要
な
施
策
の
一つ
で
あ
る
。
た

だ
、
本
市
の
地
震
火
災
に
対
す
る

危
機
意
識
は
大
き
く
、
平
成
26
年

度
か
ら
大
き
く
取
組
を
強
化
し
、

平
成
34
年
度
ま
で
の
目
標
を
掲
げ

て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

1

��

地
震
火
災
と
は

　

地
震
に
よ
る
様
々
な
災
害
の
中

で
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
火

災
が
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で

は
、
津
波
や
建
物
の
倒
壊
に
よ
る

被
害
が
甚
大
な
中
で
火
災
被
害
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
７
千
棟
を
超
え

る
家
屋
が
焼
失
し
て
お
り
、
ま

た
、
関
東
大
震
災
に
遡
れ
ば
焼
失

元禄型

関東地震

揺れ 全壊数（棟） 34,300

液状化 全壊数（棟） 204

急傾斜地崩壊 全壊数（棟） 154

津波 全壊数（棟） 11

地震火災 出火 炎上出火件数（件） 370

(冬18時) 延焼 焼失棟数（棟） 77,700

種別 被害項目 被害単位

建物

表１　被害想定（抜粋）

［元禄型関東地震（震度5強～7）冬18時、風速6m毎秒の場合］
資料 ： 横浜市地震被害想定（平成24年10月）

50m四方あたりの
焼失棟数

20棟以上
10～20棟
5~10棟
1～5棟
1棟未満

凡例

図１　焼失棟数の予測結果

執
筆
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遅
ら
せ
る
た
め
、
建
築
物
へ
の
規
制

誘
導
を
面
的
に
導
入
し
て
い
る
。
こ

れ
に
つい
て
は
次
に
詳
し
く
述
べ
た
い
。

４

��

ま
ち
の
不
燃
化
推
進
事
業

❶
不
燃
化
推
進
条
例
と
建
築
物
不

燃
化
推
進
事
業
補
助

　
「
横
浜
市
不
燃
化
推
進
地
域
に

お
け
る
建
築
物
の
不
燃
化
の
推
進

に
関
す
る
条
例
（
不
燃
化
推
進
条

例
）」（
平
成
27
年
７
月
施
行
）
に

よ
り
、
方
針
の
重
点
対
策
地
域
を

「
不
燃
化
推
進
地
域
」
に
指
定
し
、

同
地
域
内
に
新
築
す
る
建
築
物
を

耐
火
性
能
の
高
い
「
準
耐
火
建
築

物
」
以
上
と
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
た
。

　

併
せ
て
、
老
朽
建
築
物
の
除
却

や
、
新
築
す
る
際
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る｢

建
築
物
不
燃
化
推

進
事
業
補
助｣

に
よ
り
、
規
制
と

補
助
の
両
面
か
ら
、
建
築
物
の
不

燃
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
規
制
は
な
く
と

も
自
主
的
に
燃
え
に
く
い
建
築
物

を
建
築
す
る
場
合
に
は
補
助
を

行
っ
て
き
た
が
、
活
用
さ
れ
た
の
は

戸
建
て
住
宅
に
限
る
と
９
年
間
で

10
棟
に
満
た
な
い
。
限
ら
れ
た
期

間
内
で
ま
ち
の
不
燃
化
を
着
実
に

進
め
る
た
め
、
規
制
と
い
う
手
法
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
と
い
え
る
。
条
例

に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
新
た
な
防

火
規
制
」
の
導
入
は
東
京
都
と
大

阪
市
に
続
き
３
例
目
と
な
る
。

　

一
方
で
、
規
制
に
よ
り
耐
火
性

能
の
高
い
建
築
を
求
め
た
結
果
、

ど
う
し
て
も
従
前
よ
り
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
市
民

の
建
替
意
欲
が
減
退
し
て
は
本
末

転
倒
と
な
る
た
め
、
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
も
建
替
へ
の
補
助
は
規
制

と
セ
ッ
ト
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

住
宅
の
建
替
は
一
人
ひ
と
り
異
な

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
中
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
妨
げ
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

❷
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
ま
ち
づ

く
り

　

地
震
火
災
は
、
揺
れ
や
津
波
の

よ
う
な
警
報
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
台
風
の
よ
う
に
予
報
や
避
難

情
報
も
な
い
状
況
で
、
自
ら
判
断

し
行
動
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
日
頃
か
ら
自
分
の
ま
ち
を

知
り
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
と
な
る
。

　

本
市
で
は
平
成
15
年
か
ら
、
防

災
上
課
題
の
あ
る
密
集
市
街
地
に

お
い
て
「
い
え
・
み
ち　

ま
ち
改
善

事
業
」
と
し
て
、
地
域
住
民
と
の

協
働
に
よ
り
地
域
の
防
災
性
の
向

上
と
住
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
き

た
。
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た｢

防
災
ま
ち
づ
く
り
組
織｣

が｢
防
災

ま
ち
づ
く
り
計
画｣

実
現
の
た
め
、

現
在
も
各
地
区
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
27
年
度
か
ら

は
方
針
の
対
象
地
域
に
お
い
て
、

自
治
会
町
内
会
等
が
行
う
防
災
施

域
」
と
し
て
い
る
（
図
２
）。
市
域

の
約
12
％
の
エ
リ
ア
で
、
焼
失
棟
数

の
82
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
図
３
）。

　

施
策
は
大
き
く
二
つ
の
柱
か
ら

な
り
、
各
区
局
が
連
携
し
て
対
策

を
進
め
て
い
る
。

❶
地
域
防
災
力
・
消
防
力
向
上
施

策
　

被
害
想
定
上
、
炎
上
出
火
件
数

３
７
０
件
が
、
最
終
的
に
焼
失
棟

数
７
７
，
７
０
０
棟
に
繋
が
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
出
火
件
数
を
減
ら

す
こ
と
、
早
期
に
消
火
す
る
こ
と

が
被
害
軽
減
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
。そ
の
た
め
、個
々
の
建
物
で
、「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
や
「
家
具
転
倒

防
止
器
具
」
の
設
置
を
進
め
る
こ

と
で
出
火
率
の
低
減
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
が
早
期
に
初
期

消
火
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
式
初
期
消
火
器
具
等
の

普
及
を
図
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り

が
そ
の
効
果
を
理
解
し
、
設
置
を

進
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❷
防
災
ま
ち
づ
く
り
施
策

　

延
焼
被
害
を
抑
え
る
に
は
、
延

焼
範
囲
を
分
断
す
る
都
市
計
画
道

路
を
整
備
す
る
こ
と
で｢

延
焼
遮
断

帯｣

を
形
成
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。
方
針
で
は
、
重
点
的
に
推
進

す
る
路
線
を
「
地
震
火
災
対
策
重

点
路
線
」と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
避
難
・
消
防
活
動
の
円

滑
化
に
向
け
た
狭
あ
い
道
路
の
拡

幅
等
整
備
の
ほ
か
、
延
焼
速
度
を

図３　対象地域の考え方

設
の
整
備
等
に
補
助
を
行
う
「
身

近
な
ま
ち
の
防
災
施
設
整
備
事
業

補
助
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
自

分
達
の
ま
ち
を
防
災
の
視
点
で
改

め
て
点
検
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
へ

改
善
す
る
た
め
、
ま
ち
の
避
難
経

路
や
防
災
広
場
、
防
災
設
備
を
地

域
住
民
自
ら
整
備
す
る
後
押
し
を

し
て
い
る
。

　

ま
ち
の
不
燃
化
は
、
建
物
を
不

燃
化
す
る
個
々
人
の
取
組
と
、
地

域
で
の
防
災
へ
の
取
組
両
方
が
あ
っ

て
機
能
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

５

��

お
わ
り
に

　

地
震
火
災
対
策
は
、
行
政
に
よ

る
公
共
事
業
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の

行
動
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
た

だ
、
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
や
建
築

物
の
不
燃
化
な
ど
は
、
整
備
が
進

め
ば
効
果
の
持
続
が
期
待
で
き
る
、

不
可
逆
な
施
策
で
あ
る
一
方
、
防
災

意
識
と
行
動
は
維
持
・
向
上
の
努

力
を
惜
し
め
ば
容
易
に
後
退
し
う

る
。
防
災
に
対
す
る
意
識
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
災
害
か
ら
時
が
経
て
ば

過
去
の
も
の
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
の
な

い
対
策
に
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
。
地
域
住
民
や
個
々
人

の
防
災
へ
の
取
組
を
一
過
性
の
も
の
に

し
な
い
た
め
に
も
側
面
や
後
方
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
防
災
を
、
押

し
付
け
で
は
な
い
、
日
々
の
中
で
当

た
り
前
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て

定
着
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

重点対策地域（不燃化推進地域）
対策地域

凡例

金沢区

泉区

戸塚区

鶴見区

神奈川区

港北区

保土ケ谷区

中区南区

磯子区

西区

図２　地震火災対策方針の対象地域

対象地域の考え方
（面積 ・ 焼失棟数）

重点対策地域
（不燃化推進地域）

（約1,140ha ・ 約31,400棟）

対策地域
（約3,960ha ・ 約32,600棟）

対象地域
（約5,100ha ・ 約64,000棟）

市全域
（約43,500ha ・ 約77,700棟）




